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ラセミ体の α-アミノベンジルボロン酸エステルに対して、右巻きの PQXbpy を用いると、
様々な置換基を有するラセミ体出発物質の反応がエナンチオ収束的に進行し、最高 94:6 の
鏡像異性体比で R 体のイソインドリノンが選択的に得られている。従来の N,N-二座型キラ
ル低分子配位子では低収率や低選択性にとどまったことから、高分子配位子 PQXbpy
の優位性が示されている。また、R 体の基質からは立体反転を伴って高光学純度の R 体生
成物が得られるのに対し、S 体の基質からは立体の保持を伴ってやや低い光学純度の R 体
生成物が生成することが明らかにされている。この結果から、S 体の原料の反応において
は、立体反転を伴ったトランスメタル化により生成する有機銅中間体の不斉炭素中心
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（続紙 ２ ） 
 




























る。また、令和 2 年 3 月 26 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
 
